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thym ine(N-T),thefluorescenceofATMND moiety isefectivelyquenchedwhiletheemission丘om DBD

































































第 2章では､ナフチリジン骨格 (ATMND :2-amin015,6,7-trimethy1-1,8-naphthyridine)と疎水場環境応答
性色素 (DBD:4-P,N-dimethylaminosulphonyl)-I,2,3-benzoxadiazole)を､アルキル基を介して連結 したリ
ガンドを合成し､脱塩基部位含有DNA二重鎖 (5'-GCAGCTCCCGXGGTCTCCTCG-3'/3'-CGTCGA
GGG CNCCAG AGGAGC-5',X-APsite;SpacerC3,N-G,C,A orT)への結合力や結合選択性､
また､蛍光応答特性について評価している｡その結果､ATMNDとDBDをェチレン基で連結したリガン
ド(C2)が､ピリミジン塩基 (チミン､シトシン)に対して優れた結合選択性 (解離定数& -150nM fbr
T)を発現しうることを見出している.また､ATMND とDBDに由来する蛍光応答を利用することで､
二波長蛍光強度比解析が可能で､検出限界は2.InM (forT)に達 している｡さらに､実試料に準 じた
107-mericPCR (polym erasechainreaction)産物の解析が可能であることを示しており､実用レベルの検
出機能が得られていると判断できる｡






第 4章では､第 3章で合成したリガンド (ACIDⅣm -C10lTO)をマイクロRNA検出に適用した結果に
っいて述べられている｡ここでは､DNAプローブを用いることで､ACIDMNDICIOITOの結合力と蛍光
応答特性が飛躍的に向上することを見出しており､RNAn)NAハイブリッド二重鎖への解離定数は23nM
に達している｡さらに､ACIDMND-C1O-TOをlet-7ファミリーメンバーの検出に適用した結果､標的メ
ンバー (let-7d)を特異的に検出することが可能であることを示している｡
第 5章では､本研究で得られた知見を総括している｡
以上の研究成果は､論文提出者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
を示している｡したがって､王春霞君提出の博士論文は博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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